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妨3衣 山林土壌に残留する245T (1年半後)

a)取払'地区 単位ppm

蒜諒-響 0-10cm 10-20cm20-30cm 平 均
1(S-3) 0.0081 0.0091 0.0006 0.0059
2(S- 4) 0.0082 0.0058 0.0013 0.0051
3くS- 6) 0.0040 0.0038 0.0044 0.0040
4(S- 5) 0.0026 0.0030 0.0041 0.0032
5くS- 7) 0.0038 0.0028 0.0019 0.0028

6(S- 8) 0.0048 0.0024 0.0010 0.0027
7(S- 9) 0.0019 0.Obo4 0.0014 0.0012

8(S-10) 0.0004 0.0022 0.0010 0.0012

9(S- 2) 0.0014 0.0009 0.0010 0.0011
10(S- 1) 0.0006 0.0004 0.0001 0.0004

0.0036 0.0031 0.0017 0.0028

b)木四地区

0-10cm 10-20cm20-30cm 平 均

平 可 0.0152 0.0101 0.0068 0.0107

3カ月以内に分解されるといわれているが, 1-1.5年

後にもかなり妓留していることが認められた｡木曽地区

ではむしろ1.5年後に増且しているところも認められた｡

いずれも地穀に近いほど,残留丘は多い｡

このことは.245Tが散布された地域では,動物にと

って.かなり長期にわたり徽丘摂取かつづけられる可能

性のあることを示していると思う｡

アカゲザルを用い,245Tの長期故旦投与を行ない,

火映の予定であったが,突験動物入手困艶の状況にあっ

たため,現在予備的にマウスに投与飼育中である｡

頭骨に附着する顎部背筋群の形態学的研究

一特にマカク属を中心として

本間敏彦 (順天堂大 ･解剖)

昭和45年度共同利用研究に引きつづき,本年度も主に

ニホンザルの頚部背筋群を観察してきた｡

その変異については, HowellandStrausのアカゲ

ザルの記載と異なり,ニホンザルでは, 1)M.trapeエー

ills:頚部,胸部に分離できる例は皆無｡2)M.rhom-

boideus:M.rhomboideusproperを Parscervicis

etdorsiにわける事は困難｡3)M.splerius:弟1

あるいは.節1,節2両杭突起へ常に筋枝をもつ｡ 4)

M.longissimus:前部 (cranialpart).あるいは後部

(Caudalpart) の筋腹が2つに分離する例が約50%｡

5)M.semispinalis:biventercervicisとComplexes

とに分配可能なのは30%にすぎなかった｡また Nishi

のアカゲザル50体の報告と比較しても筋の起始･附着に

関して若干のちかいがみられた｡それらに関しては,節

16回プリマ～テス研究会,節77回解剖学会統合に報告し

た｡

これからの研究としては.これまでの資料に加えて.

背筋群全般に観察を進め.特に上肢と体幹をむすぶ浅背

筋と胸部の筋に重点をおいて.種問変異･遊動様式との

対応などをみてゆきたい｡

預部 Ⅹ繰規格写真法による M.fascfcutarLa

の顎政市環蓋の成長に関する研究

国武和春 (岩手医大･歯 ･矯正)

昭和46年度共同利用研究員として.サルの顎顔面頭盃

の成長に関する研究に着手,本年皮は突放詑貝の入手が

遅れたため研究予定の第2段階を先に実施した｡以下.

その成果の1部を要約して報告する｡

M･fascicuZaris(マラヤ産)67頭 (オス31,メス37)

の頭部X線規格写某を用いて,Schultzの年令区分法に

従って,幼欧から成獣にわたる顎顔面頭蓋の成長を研究

した｡

1)顎顔面頭蓋の構造は,各年令屈を通じて活発に成

長を続けるが, stage4(罪3大臼歯前出時)でオスの

成長丘は,メスにおけるよりも著しく優ってくる｡その

ため,この stageで性差があらわれた｡

2)成長率において,メスはオスより lstage早く

成熟型に近づく｡

3)訊顔面頭蓋の様相は,成長に伴って変化を示して

くるが,その変化は頭蓋部,上顎部.下顎部の)lPiに著し

く強くなる｡

4)顎顔面頭蓋は前下方への成長方向をとるが.オス
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はメスにおけるよりも,嗣下方への成長か著明である｡

5)ヒトと比較して,サルは乳歯列糊以降の成長がヒ

トにおけるよりも多く残されている｡
また,サルの顎坊両頭丑の様相は,ヒトと比較して高

さにおいて劣り.探さにおいて優っている｡そしてとく

に.上顎印の前下方への突山が放くみられ.しかも上下

中切餌の店mへの傾斜が著しいため,いわゆる,両顎前

突というpattem を示している｡

左右非対称運動からみた霊長類の表情と動作

春原志勢 (立教大･一般教育)

人類の場合.左右非対称的な筋肉迅動が随時みられる

が,これはさらに分析されるべきであろう｡すなわち.

忠泊的な運動においては.ほとんどのものが非対称性迅

動の形であらわれる｡ところが.退勤のうちでも,もっ

とも主要なものである渉行巡動は.時相を周期的に異に

する四肢の左右交互性の対称運動とみなすことができ

る｡とくに下肢においては.それがまったく典型的なも

のとしてあらわれる｡前進運動以外においては.上肢筋

の運動は非対称的であることが多い｡休幹の筋について

みた場合,側屈運動では,側股筋や背筋は左右非対称迅

動が容易である｡しかし,股在筋や杭隔膜,肋間筋を左

右非対称的に動かすことは不可能であり,たとえば.片

側の胸郭を動かしたり.片股だけを凹ますことは不可能

である｡

一方,ヒトの顔面筋では,口を中心とする下顔部の肪

肉についてみると,左右非対称性運動は一般に容易であ

るが.眼を中心とする上政市の筋肉の非対称性迅動は,

下顔部にくらペはるかに困兜となり,なお,かつ,これ

らには人種的差異か明らかにみられ,集団によって程皮

の差があるが.不可能者がしばしばみられる｡すなわ

ち,モンゴロイドにおいては,片目をつぶったり,片眉

をあげたりすることの不可能な人がかなり存在する｡

この顔面筋運動をさらに深くみると.情緒的な表情運

動にあたっては,上顔臥 下顔部を問わず,それは左右

対称に表現される｡ところが,この現象は,戯画のみに

かぎらす休乱 とくに四肢においてもみられるのであっ

て.情緒的な心的状態の表現にあたって,四肢や休幹の

動きは左右対称になるのが普通である｡すなわち,古び

における拍手や挙手がそうである｡また,小田りして串

ぶなどということもこれに含まれる｡さらに怒りや失忠

の際の体や政の衷現も左右対称である｡界一読的な攻蜂

的姿勢である腕組み正対姿勢も,基本的には左右対称で

ある｡

しかし,若干の忠紐的運動を含む苛立ちの表現におい

ては.地団駄蹄むというように.左右の足をはげしく交

互に動かすという衣現になる｡

完全に忠紐的な心的状倍の袈現.たとえば ｢てれ｣.

｢せせら笑い｣,｢苦笑い｣.｢さげすみ｣,｢噸けり｣等を
あらわす表現においては,左右非対称的な顔面衷情をし

めし,ロを ｢へ｣の字に曲げたり.しかめ両をしたりす

る｡片側の顔面筋をより強く収縮 させるのである｡そ

れは,顔面ばかりでなく,休部にもあらわれる｡いまい

ましさを表わす時には,片手を大きく上下に撮り下し,

把持と中指とをもって持場らしをするとか,あるいは,

他人を意識した時,片手をポケットにさしこむとかいう

ように.その姿勢も非対称的になる｡ただ,欧米人の問

では,意外と感じた場合には,左右の手や前腕を回外運

動させ,両肩を吊りあげ,同時に首をひっこめるが,こ

の姿勢は左右対称的である｡しかし.この場合,首はど

ちらか片側によせ,顔面の薮竹も非対称性になることが

多く.また.両nや上肢の迅動は左右対称であっても,

自然位とはいちじるしく_Flt,なる如EBな姿勢を一瞬のうち

にとることによって.忠m的な退助をなす｡

このような動作のもととなる筋肉退勤をみると.伯緒

的な袈情や仕切,あるいは岨噴.峨下などの節一次的生

活運動の場合は.同時的な左右対称の筋肉迅動がおこな

われているのである｡渉行,疾走など前進退勤の場合

は,時柏を周期的に只にする左右交互性の対称運動がお

こなわれるのである｡しかし,走行中の方向転換などの

切合は,当然.左右非対称運動が発生していることにな

る机 これは.多分に意識的な運動ででもある｡ しか

し.manipulationなど,上肢のみを使う運動にあたっ

ては,左右が非対称になるのが常である｡ここにおい

て,利手というものが生じてくるであろう.

なお.舌と眼球の運動に関しては,以上の考察はあた

らない｡まれ 岨噂時,食物塊をつくるにあたって頬筋

などは非対称性運動を行なうが,これは,生活上絶対必

要なものである｡鼻翼と耳介については,不可能者もい

るが,可能者の場合においても左右対称になる｡

四足歩行をする一般唱乳類では,前肢も前進運動に重

要なかかわりあいをもつため.全体的に左右対称運動の

占める割合が大きくなる｡したがって,左右非対称性を

論じるためには,brachl'ationを行ない.正立,歩行に移

りつつある盃長矧こついて祝祭することがとく必要とな

る｡

ニホンザルにおいて.左右対称吐逆動はどのように行

なわれているのであろうか｡四足妙行にあたって.やは

り,サルは左右交互性の対称運動を行なう｡疾走時は.

同時性の左右対称退勤を行なう｡後者の場合.どちらか

の口が軽く前に出て,四肢の足跡がやや変形に近いもの

になりうることは注目に位する｡物を食べる際や水を欽
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